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１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの削減目標等
2022 年度 t-CO2

t-CO2

％ 6.29 ％

％ ％

３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組

％ ％

項目

⽣産性管理

実施年度

その他地球温暖化を防止す
る対策の実施

実施済

実施済

実施済

実施済

項目

その他地球温暖化を防止す
る対策の実施

実施済

設置後の年数が経過している空調機器の内、稼働時
間が⻑い店舗内の空調設備を省エネ性の⾼い機器に
改修し、Co2排出抑制に務める。

事業者温室効果ガス削減計画書概要（第二計画期間）

⾷料品製造業

6.12

1.065基準原単位

0.998

事 業 所 の 所 在 地

事 業 者 の 名 称
事 業 所 の 名 称

株式会社 佐々直

事業者の該当要件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者

345.0

条例第2条第5号ロに該当する特定事業者
条例第2条第5号ハに該当する特定事業者

中田バイパス店
宮城県仙台市太白区中田町字清水15-1

主 た る 事 業

367.5

条例第15条第1項に該当する⼀般事業者

温室効果ガスの
排出状況

及び削減目標

年度

非化石電気

目標設定の
考え方

基準年度

削減率

基準排出量

目標排出量

デマンド管理

目標原単位

削減率

その他非化石
エネルギー等

目標年度 2025

基本対策の実施計画

選択対策の実施計画

そ の 他 の 対 策 の
実 施 計 画

既設空調設備(産業⽤空調機器 設置後約30年経過)を天吊り型電気式パッケー
ジ同時ツインタイプへ改修を計画。
既存機器は室内機にコンプレッサーを搭載しており、使⽤電⼒が多い為、現状
と同じ稼働条件にてメーカーによる試算を⾏うと機器対⽐でCo2が42.9％
2.138t/年の削減が出来る⾒込みである。
また、55.2ｋｗの⾃家消費型太陽光パネルを取り付けたので、20t/年程度の削
減ができる⾒込みである。

実施年度

実施済

基準年度実施率 54 目標年度実施率 54

エネルギー使⽤量の⾒える化（前年度⽐較）

再⽣可能エネルギーの導入

具体的な取組内容

デマンド監視装置によるエネルギー管理を⾏い、不
要電⼒を使⽤しない様に従業員への教育、周知を⾏
う。

（⼀般事業所等⽤）


